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1993 年に飯島らによって発見された単層カー
ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ (Single-Walled Carbon 
Nanotubes, SWNTs)は，炭素原子が筒状に配列し
た直径約 1nm長さは数µmから数十µm以上の炭
素材料である．カーボンナノチューブの基本とな

る SWNTsは，その直径と巻き方によって金属や
半導体になるなどの電気的特性，極めて強靱な機

械的特性，ダイヤモンドを超える熱伝導特性など

が期待され，ナノテクノロジーの代表的な新素材

として注目を浴びている．現在までに，電子素子，

平面型ディスプレーなどのための電界放出電子

源，光学素子，走査型プローブ顕微鏡の探針，熱

伝導素子，高強度材料，導電性複合材料などとし

て利用するための応用研究が活発に行われてい

るが，バイオ材料としての研究は少ない．この理

由の一つに，市販のナノチューブには，合成時の

触媒金属が 5-40wt%も含まれていたりすること
や，その取り扱いが簡単でないことがあげられる． 
本報告では，アルコールを用いる CVD 法

(ACCVD)法(1)によって可能となった高純度単層

カーボンナノチューブの構造と性質について概

観する．デップコート法によって 1-2 nmの金属
微粒子を石英やシリコン基板に配置することで，

図 1に示すような，高純度な単層カーボンナノチ
ューブ膜が合成できる(2)．石英基板は肉眼ではわ

ずかにグレーであり，厚さ 100nm 程度のランダ
ム配向膜となっている．それぞれの単層カーボン

ナノチューブの直径はおよそ 1～1.5 nmである． 
一方，最近，図 2に示すような基板から垂直に
配向した単層カーボンナノチューブも合成可能

となっており(3)，その膜圧（ナノチューブの長さ）

は，1～10 µm 程度まで制御可能である(4)．これ

らの高純度単層カーボンナノチューブに含まれ

る触媒金属量は合成直後で 0.2 at%程度であり，
バイオ材料としての利用が可能となると考えら

れる． 
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図１．石英基板上のランダム配向単層カーボンナ

ノチューブの SEM像 

 
図２．垂直配向単層カーボンナノチューブの

SEM像 


